
令和7年　町民が選ぶ町の10大ニュース

月 日 内容
応募
番号

2
岩手高原スノーパークで「令和6年度雫石スキーリゾートエリア合同安全祈願祭」
を開催。雫石スキー場、網張温泉スキー場、岩手高原スノーパークが合同で行う安
全祈願祭の開催は今年で17シーズン目となる。

⑫-1

3
雫石町山岳遭難救助隊員委嘱状交付式が行われ、15人の隊員を代表して米澤邦彦隊
長に委嘱状を交付。

⑫-2

12
令和6年度の「岩手県食の匠」に、本町の簗場五月さんが認定され（認定料理：
「かまやき」）、猿子町長らにその認定を報告。

⑫-3

20
元雫石町消防団副団長の青山秀樹さんと元雫石町消防団分団長の高橋久美さんが、
秋の叙勲「瑞宝単光章」を受賞。

⑫-4

※ここに列挙しているものは、広報しずくいし並びに教育しずくいしなどから拾い上げた町の出来事の一部です。
「記入用紙」に、あなたが選ぶ10の候補の応募番号をご記入ください。掲載事項以外でも、10大ニュースにふさわし
い出来事がありましたならご自由にお書きください。

選　考　資　料
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

12
令和７年雫石町交通指導隊初点検式・消防出初式を実施。安全・安心のまちづくり
へ誓いを新たにした。

①-1

12 令和７年度二十歳のつどいが開催され、115人が出席。新たな一歩を踏み出す。 ①-2

14
復活第45回雫石裸参りが厳寒の中開催。参加した祈願者26人は、雫石町発展、疫病
収束などを願いながら、上町の三社座神社から下町の永昌寺まで約1.2キロメート
ルの道のりを威風堂々と練り歩いた。

①-3

22
御所小学校で第11回全国小学校ラジオ体操コンクールの表彰授与式が行われ、県内
からは４校５チームが参加し、２校３チームが受賞。そのうち「エリア激励賞」を
御所小学校２チームが受賞した。

①-4

28 しずくいし役場食堂が庁舎1階にオープン。平日11時〜14時までの営業。 ①-5

25～2/16

冬ならではの遊びや雪を楽しむ「第3回雫石・冬フェスタin 小岩井農場〜HOT&SNOW
〜」（主催：雫石町、企画・運営：小岩井農場）が開催。ティラノサウルスレース
には約60人が出場し、会場中に歓声が響き渡る大盛り上がりだった。23日間の総来
場者数約2万人が雫石の冬を楽しんだ。

①-6
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

12
「みんながつくる 未来につなぐ ふるさとしずくいし」の実現にむけ、事業者や地
域住民から意見や提案、要望などを聞き、今後の取り組みの参考とするために令和
６年度町政懇談会が開催。

②-1

14

「しずくいし雪灯りとはしご酒」（よしゃれ通り周辺JV. 主催、雪灯りとはしご酒
実行委員会共催）が開催。今年で９回目の「しずくいし雪灯り」と5年ぶり2回目と
なる「しずくいしはしご酒」には166人が参加し、参加者たちの笑い声で夜のよ
しゃれ通りは遅くまで明るさに包まれ、盛り上がりを見せた。

②-2

16
町民の創意工夫に基づいて町民自らが手づくり演劇の制作と公演を行う「雫石町民
劇場」が20回目の公演を迎える。「ひだまりの家」の題目で創作劇が上演され、
315人の観客からは惜しみない拍手が送られた。

②-3
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1～15
町内の小中学校、高校で卒業式を挙行。小学校106人（5校）、中学校131人、雫石
高校20人が母校での教えと思い出を胸に、それぞれの未来に向かって羽ばたく。

③-1

2
第30回雫石町ふるさと民謡舞踊まつりが開催。雫石町ゆかりの演者による美しい唄
と踊りが披露され、30年の歴史に幕を閉じた。

③-2

6

第４回「クルマ・社会・パートナーシップ大賞」を受賞した全国軽トラ市でまちづ
くり団体連絡協議会（元祖しずくいし軽トラ市実行委員会（相澤潤一会長））およ
び令和６年度「いわてビジネスイノベーションアワード優良企業表彰奨励賞」を受
賞したラストスマイルかくれんぼ（舘柳恵美子代表）が受賞を報告。

③-3

21〜26
第16 回全日本少年春季軟式野球大会に、岩手県代表として初めて雫石クラブ（雫
石中学校野球部）が出場。

③-4

26
46年間の長きにわたり、子どもたちの成長を見届けてきた西根保育所の閉所式が行
われた。

③-5
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1
新生雫石町70周年ロゴマークが誕生。新生雫石町50周年記念事業の目印として、
2015年に公募により作成された記念ロゴをモチーフにし、現在のブランドメッセー
ジにも使われている「虹」を取り入れたデザインとした。

④-1

5・8
町内の小中高校で入学式が行われ、小学校81人（5校）、中学校104人、雫石高校39
人の新入生が新しい日々への期待を胸に学校生活をスタートさせる。

④-2

10
雫石町鳥獣被害対策実施隊として新たに6人を任命。同隊員は今回任命された6人を
加え、総勢49人（男性42人、女性7人）となり、有害鳥獣の捕獲や鳥獣被害防止対
策の指導、普及活動に取り組む。

④-3

11

今年で50周年を迎える雫石郷土芸能伝承活動細川会（細川智子代表）が、「細川会
創立50周年/内閣総理大臣賞5回受賞・第42回記念チャリティー発表会」の収益金の
一部を、町を通して町社会福祉協議会へ寄付。同発表会の寄付は初回から続けら
れ、今回で42回目を数える。

④-4

14
自然保護管理員の米澤邦彦さんが、自然保護の啓発活動の功績が認められ、令和6
年度自然公園関係功労者環境大臣表彰状を受賞。

④-5

19〜20
ふるさと文化振興基金助成事業として、雫石銀河ステーションと雫石川園地を会場
に（株）航和が「2025雫石銀河ステーション春まつり」を開催。

④-6

20
盛岡中津川ライオンズクラブが雫石川園地の清掃を実施。多くの人で賑わう花見ス
ポットの美化に取り組んだ。

④-7

29
雫石アーチェリークラブが設立。アーチェリー競技のさらなる普及や競技力向上に
向け、小学生から70代までの16人で活動開始。

④-8
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1
地域外から地域協力活動に積極的な人材を誘致し、地域おこし活動を推進するとと
もに、その定住および定着による地域の活性化を図ることを目的に地域おこし協力
隊として田中愛実さんを任命。

⑤-1

8
オンライントラベル株式会社（島田篤代表取締役、本社大阪府）ならびにグローバ
ルプラスサービス株式会社（米本光毅代表取締役、本社東京都）より、企業版ふる
さと納税としてそれぞれ100万円を寄付。

⑤-2

11
雫石町総合運動公園および町内特設コースを会場に「第41回岩手山ろくファミリー
マラソン」が開催。最遠方は兵庫県、最高齢は85歳と、全国各地から幅広い年代の
ランナー1,023人が参加し、春の田園風景などを楽しみながら完走を目指した。

⑤-3

11
西山地区のサクラソウ群生地である銀河の森で、第9回「銀河の森」野生サクラソ
ウ観察会（雫石「銀河の森」野生サクラソウの会主催）が行われる。

⑤-4

13
雫石大火警鐘不忘（けいしょうふぼう）の会（上野昭成会長）が雫石大火発生の日
である5月13日に下町の臨済寺境内南側に建つ祈念碑周辺を清掃し、防火への思い
を新たにした。

⑤-5

13
雫石町観光アドバイザーに坪井泰博さん、興津泰則さんの2人を委嘱。町役場で委
嘱状交付式が行われ、猿子町長が興津さんに委嘱状を交付。

⑤-6

30
5月16日から18日にかけて東京体育館で開催された体操の「第64回NHK杯」で、種目
別ゆか競技で優勝を果たした南一輝選手（エムズスポーツクラブ雫石所属）が猿子
町長を表敬訪問。

⑤-7
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1
秋田駒ヶ岳の山開きが行われ、秋田県仙北市と合同で記念登山を実施。男岳
（1,623 メートル）山頂でのピッケル交換をし、登頂の喜びを分かち合う。

⑥-1

4
NPO 法人しずくいしの土橋幸男理事長、中川愛子社中会主の中川愛子さんらが春の
チャリティーショーの収益金の一部を、町を通して町社会福祉協議会へ寄付。

⑥-2

4
（株）北日本銀行雫石支店へ盛岡西警察署より、特殊詐欺の被害を防止したとして
感謝状が贈られる。来店した高齢男性から高額当選金について問い合わせを受けた
菅原優花さんが、架空料金請求詐欺であることを見抜き警察に通報した。

⑥-3

11
バスケットボール「B.LEAGUE」群馬クレインサンダース細川一輝選手が、猿子町長
に表敬訪問を行った。細川選手は、2023年の「第19回アジアカップ」や「FIBAアジ
アカップ2025予選Window3」で日本代表に選出されている。

⑥-4

12
雫石子育て応援入学祝金の贈呈式が行われ、保護者を代表して荒塚健志さんに目録
が手渡された。同祝金は子どもの健やかな成長を祝い、子育て世帯の経済的負担を
軽減するため、2025年度より新たに始まった。

⑥-5

13 元雫石町消防団副分団長の髙橋清悦さんが、春の叙勲で「瑞宝単光章」を受賞。 ⑥-6

15
第44回全日本6人制バレーボールクラブカップ選手権大会岩手県予選会で、男子一
般バレーボールクラブ滴石クラブ（下川原正博監督、谷地竜弥主将）が初優勝を果
たし、全国大会に出場を決める。

⑥-7

15
狩猟に関する理解を深める「2025年度第1回未来のハンター育成研修会」が開催。
町内から6人が参加。

⑥-8
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1
雫石町・滝沢市・八幡平市主催による岩手山（2,038 メートル・日本百名山）の山
開きが行われ、町は火山活動による入山が規制されているため、御神坂登山口で神
事を行い、今年一年の山の安全を祈願。

⑦-1

1
七ツ森小学校（菅原由香里校長、児童数81人）の1・2年生31人が、7月1日、雫石商
工会女性部（櫻糀節子部長）とともに、「七夕」の短冊の飾り付けを行う。制作さ
れた七夕飾りはよしゃれ通り商店街に飾られ、商店街を華やかに彩る。

⑦-2

1
町保健推進員として15年以上にわたり活動されている横手克子さん（上町一）と鈴
木陽子さん（東町）が、長年の献身的な協力と功績に対し、岩手県保健推進委員等
代表者協議会から表彰を受け、猿子町長に受賞を報告。

⑦-3

3
町保護司協議会南野久晃会長らが「社会を明るくする運動」推進のため来庁し、若
林副町長へ総理大臣からのメッセージを伝達。

⑦-4

3
第18回滝沢・雫石連合畜産共進会が全農岩手県本部中央家畜市場で開催。黒毛和種
の部第5類に出品の前茂見さん（中南）の「てるひめ」が名誉賞に輝く。

⑦-5

6

「雫石町消防フェスティバル」が初開催され、町内外からおよそ1500人が来場。地
域の消防活動の大切さや消防団の日頃の訓練成果を、子どもたちをはじめ多くの町
民に知ってもらいたいという思いから、従来の「消防演習」から「消防フェスティ
バル」へ。

⑦-6

13

音楽イベント「軽音楽FESTIVALin雫石2025」が開催。野菊ホールでのオリジナル楽
曲コンテストには学生部門2組と一般部門16組が参加。高校生から70代までの幅広
い参加者らがそれぞれ熱演。世界アルペン公園記念公園ではカラオケ大会やデイ
キャンプ体験なども行われた。

⑦-7

17
町相撲協会に所属する児童が、第37回わんぱく相撲盛岡場所で優秀な成績を収め、
東北大会と全国大会の出場を決め、教育長を表敬訪問した。

⑦-8

19
第2回「元祖！しずくいし軽トラゆう市」がよしゃれ通り商店街を会場に15時～19
時で開催。約3,000人の来場者でにぎわいを見せた。

⑦-9

19〜21

ゆるゆるデイキャンプフェアin 雫石が旧上長山小学校および葛根田川水辺公園で
開催。旧小学校サブグラウンドでのテント泊のほか、水辺公園でのカヌー・カヤッ
ク体験、BBQ 体験、テントサウナ体験など、参加者は自然環境を生かしたアクティ
ビティを堪能した。

⑦-10

20
「参議院岩手県選出議員選挙」「参議院比例代表選出議員選挙」投開票が行われ
る。町内の投票率は56.58％。

⑦-11

20〜21

東京藝術大学器楽科の学生ら有志約30人が合宿のため来町。20日に小岩井農場まき
ば園でのミニコンサート、21日に野菊ホールでメインコンサートを実施。メインコ
ンサートでは、雫石中学校吹奏楽部・しずくいし混声合唱団・童謡の滴とのコラボ
演奏が披露され、吹奏楽と合唱の美しいハーモニーが響き渡った。

⑦-12

23
長年にわたり人権擁護委員として活動された林秀一郎さんに、法務大臣より感謝状
が贈られた。

⑦-13

24
盛岡セイコー工業㈱より町へ、新生雫石町70周年記念品の材料として、同社敷地内
で生産された木材が贈呈された。

⑦-14

31
町は株式会社ベルジョイス（小苅米秀樹会長）と災害時における物資供給に関する
協定を締結した。

⑦-15

31
　6月から7月の猛暑や少雨の影響により、御所ダムの貯水率が7月31日（木）0時10
分に0％になる。ダム運用を始めた1981年以降最低の貯水位も記録。8月5日以降の
まとまった雨で、7日には貯水率100％へ回復した。

⑦-16

29～8/1
富士市・雫石町少年交流事業が行われ、富士市の児童30人が雫石町を訪問し、町の
児童30人と3泊4日で交流を深めた。

⑦-17
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町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

3

「第23回南部よしゃれ全国大会」（雫石町・南部よしゃれ全国大会実行委員会主
催）が開催。岩手県内外から唄の部94人、踊りの部に6団体が出場。野菊ホールに
響き渡る伸びやかな唄声や息の合った華麗な踊りに、観客からは大きな拍手が送ら
れた。

⑧-1

4
「七ツ森ワークショップ2025」が開催。七ツ森小学校児童と保護者、近隣地区関係
者など約30人が参加し、七ツ森小学校学童もりもりクラブが色塗りをし、新生70周
年記念プレートを付けたベンチ5脚を七ツ森森林公園入口周辺に設置。

⑧-2

8〜10
第54期若鷲旗争奪東北中学校野球大会で初優勝を果たし、全国大会への切符を手に
入れるという快挙成し遂げた。

⑧-3

10
雫石あじさいトライアスロンカップ（盛岡市トライアスロン協会主催）が、県営屋内温
水プール「ホットスイム」を主会場に開催。年齢や経験を問わず、参加者たちは練習の
成果を発揮し、力強く泳ぎ、爽快に走り抜けてゴールを目指した。

⑧-4

11
「新生70周年記念第55回雫石よしゃれ祭」が開催。詰めかけた約5,500人の観客
は、伝統のあねっこ姿や色とりどりの衣装に身を包んだ出演者らの踊りに酔いしれ
た。

⑧-5

16
「第47回御明神夏まつり」が開催。晴天の下花火が盛大に打上げられ、会場からは
花火が上がるたびに大きな拍手と感動の声が上がり、御明神地区の夏の終わりを
彩った。

⑧-6

22 雫石町戦没者追悼式が中央公民館で開催。式には遺族や関係者ら90人が参列した。 ⑧-7

25〜31
東京有明テニスの森公園で行われた「ユニクロ全日本ジュニアテニス選手権2025」
で大村和花子さん（TOY’S Tennis Labo 所属：雫石中学校２年）が女子14 歳以下
ダブルスで優勝し、県内初の快挙を果たした。

⑧-8

8



町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

3〜8

地域×キャリアデザインプログラムとして横浜国立大学と駿河台大学の学生が、雫
石町での暮らしと仕事を体験。町内事業所での職業体験や、移住者交流会など多彩
な活動を通じ、町の魅力を肌で感じた、また、自分たちで企画した「WA ROCK」を
軽トラ市で出店し、町の人たちとふれあった。

⑨-1

5
㈱岩手銀行雫石支店が、8月中旬から毎週金曜日に、アウトドア用品大手㈱モンベ
ルと町のコラボTシャツを行員のユニフォームとし、町を盛り上げる。

⑨-2

27

雫石町を発祥の地とされる戸沢氏にゆかりのある自治体が一堂に会する「戸沢サ
ミット」が、8年ぶりに山形県新庄市で開催。当町の猿子町長のほか、開催地の新
庄市、茨城県の高萩市と小美玉市、秋田県仙北市の首長らが出席。「歴史を生かし
てまちの誇りと郷土愛を育み、相互に協力し連携しながら持続可能なまちづくりを
進めていく」とサミット宣言を行った。

⑨-3

27
BikeJIN祭り2025@岩手・雫石が開催。休暇村岩手網張温泉に各地からたくさんのバ
イカーが集結。

⑨-4

9



町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1
まちなか巡回バスの本格運行が開始。JR雫石駅を起点とし、主要施設と市街地を巡
回している。

⑩-1

3
包括連携協定を結んでいる明治安田生命保険相互会社（有賀義照盛岡支社長）か
ら、「私の地元応援募金」として70万9千円を寄付。

⑩-2

3
昭栄建設㈱（武田克彦代表取締役社長）より、有害鳥獣捕獲機材をご寄付いただ
く。同社からの有害鳥獣対策に対する寄付は2022年から引き続き4年目となる。

⑩-3

5
盛岡中津川ライオンズクラブが生森山でベンチの修復や塗装作業を実施。毎年１基
ずつベンチを修復している。

⑩-4

10、25
10日雫石中学校文化祭が開催。25日には町内小学校4校の学習発表会、雫石高等学
校の文化祭が開催された。

⑩-5

11
第45回在京雫石町友会総会・交流会が東京・日暮里で開催。交流会は町友会会員の
ほか猿子町長、町議会議員など約６０人が出席。よしゃれや岩手の唄や踊りが披露
され、会場を熱気に包んだ。

⑩-6

14
町内小・中学校一斉に、新生雫石町７０周年を記念した「お祝い給食試食会」を
行った。日頃お世話になっている生産者や行政・学校教育関係者を各校に招待し、
児童生徒らと給食を楽しんだ。

⑩-7

18～19

町総合運動公園を会場に「2025しずくいし産業まつり」（同実行委員会主催）が開
催。70周年を記念して「銀河のしずく」と「小岩井牛乳」の無料配布や富里市とコ
ラボイベント「わんこスイカ」などの楽しいイベントが行われ、会場は多くの来場
者でにぎわった。

⑩-8

22

国際交流海外派遣事業でアメリカのランドルフ町へ派遣される雫石中学校の生徒ら
が来庁し、町長へ抱負を伝えた。今回は生徒8名が、ホームステイをし、ランドル
フ・ユニオン・ハイスクール校で学校生活体験、日本文化を紹介するなど、同校の
生徒や地域の人々と交流を深めた。

⑩-9

30
午前6時30分頃、クマにより雫石町中央公民館正面玄関の自動ドアが破壊される事
案が発生。クマの衝突により自動ドアのガラスに爪痕がつけられ、フレームが破損
し、ドアが外れる被害を受けた。

⑩-10

10



町民が選ぶ町の10大ニュース　選考資料

月 日 内容
応募
番号

1～3
中央公民館で第61回雫石町総合芸術祭が開催。絵画、書道などの作品展示のほか、
舞台発表が催され、多くの町民が来場し芸術に触れる機会を楽しむ。

⑪-1

4
齋藤徳美さん（岩手大学名誉教授）、小原千里さん（岩手県地域防災サポーター）
の2名が雫石町防災アドバイザーに任命。災害時に町災害警戒本部や災害対策本部
に対し、助言を行う。

⑪-2

7
「第72回雫石町小・中学校音楽会」が開催。町内の小学校5校と中学校の生徒たち
が、これまでの練習の成果を、合唱や演奏を通して堂々と披露し、会場の観客を魅
了した。

⑪-3

8
新生雫石町70周年記念式典が開催。414人を招待し、70周年記念にふさわしいアト
ラクションや記念祝賀会が行われた。

⑪-4

「令和6年度一般財団法人雫石町スポーツ協会表彰式・記念講演会」が開催。
　長年にわたり町のスポーツ振興と発展に寄与された故 舛澤誠一氏、髙橋政博
氏、野々村清氏の3人に功労賞を贈呈。また、2023年11月1日から10月31 日までに
各種競技大会などで優秀な成績を収めた個人23 人と7 団体に栄光賞、優秀賞、会
長賞が贈られる。

他-1

町の教育・文化・スポーツの発展に著しく寄与した個人や団体に対して雫石町教育
委員会表彰が行われた。

他-2

11

その他


